
令和５年度

総会資料

　　　　　　　　　場 所　　　福岡中央銀行 本店 ７階 大会議室

（一社）福岡県ラグビーフットボール協会

　　　　　　　　　日 時　　　令和５年 ５月２８日 （ 日 ） 　１６ 時 ～

　　　 一般団法人
　　　 福岡県ラグビーフットボール協会



　　１　開　会　の　辞

　　２　会 長  挨 拶

　　３　講　　　演
①

　講師　　池 口　徳 也　氏
　　（公財）日本ラグビーフットボール協会 co-CEO

①

　講師　　堀 内　恭 彦　氏

　　（一社）福岡県ラグビーフットボール協会理事、弁護士

　　４　議　長　選　出

　　５　議　　　案

　（1）　令和４年度　事業報告

　（2）　令和４年度　収支決算報告

　（3）　理事改選（案）

　（4）　令和５年度　事業計画（案）

　（5）　令和５年度　収支予算（案）

　（6）　その他

　　

　　６　閉　会　の　辞

「スポーツ団体における財務、経理のトラブル事例からみ
たコンプライアンス」について

次　　　　　第

「JAPAN RUGBY 2050」の3つの目標について



1 総会
令和4年5月14日（土）17時～　　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室・Zoomミーティング

2 令和４年度登録チーム数（令和5年3月31日現在）

3 理事会
5月・6月・7月・8月・11月・2月・3月・4月に開催（年9回）

4 企画委員会 　

事業総括

5 総務委員会

内容、取組
1） MOUの締結
2） 福岡県ラグビーによる交流推進事業

①普及啓発活動（ラグビー体験教室）
②競技力向上事業（TOP選手によるラグビークリニック）
③国際交流推進事業（アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ）

3） ポスト・スポーツ・フォー・トゥモロー事業「スポーツを通じたパートナーシップ推進事業」
①アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ
②国際交流事業
③指導者派遣事業

3） 法人化による課題の洗い出し並びに解決策の検討
4） ガバナンスコード整備伴う、アンケート調査、研修参加（JRFU、福岡県スポーツ協会）
5） 各種表彰に関する候補者推薦に関すること

△ 177

　福岡県スポーツ局の仲介により、2022年10月7日に福岡県・福岡県ラグビーフットボール協会・ニューサウス
ウェールズ州ラグビー協会のMOUを締結することができた。
　MOUを締結することで、ラグビーの普及、並びに競技力向上に向けた相互協力を行うこととに、ラグビーだけで
なく文化、経済の交流に発展することを期待する。
　MOUでは次の3つの重点事項を掲げており、本年度は、「アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ」への選手の
派遣を頂き、福岡県協会からは、4名指導者をコーチ研修に派遣し、また、会長、副会長、理事長の3名がNSW州
協会を訪問し、交流を深めた。2023年度には、NSW州協会から高校生の遠征、小学生大会への参加、ナナイロ
カップへの参加、スーパーラグビーチームのワラタスの遠征も検討されることとなった。
　今後、双方が更なる交流と発展できるよう、事業を推進していきたいと思う。
　【重点事項】
　　○ 青少年のラグビー競技力向上に関すること
　　○ 女子ラグビーの交流に関すること
　　○ ラグビー指導者の育成に関すること

　企画委員会としての開催はなかったが、オーストラリアニューサウスウェールズ州ラグビー協会、福岡県、（一
社）福岡県ラグビーフットボール協会において、MOU（基本合意契約書）締結を行い、会長、副会長、理事長で、
オーストラリアシドニーを訪問し、ニューサウスウェールズ州ラグビー協会訪問を行った。

ﾁｰﾑ登録数
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598

　総務委員会としての開催はなかったが、オーストラリアニューサウスウェールズ州ラグビー協会、福岡県、（一
社）福岡県ラグビーフットボール協会のMOU（基本合意契約書）締結を行った。
　また、福岡県からの支援を受け、令和4年度福岡県ラグビーによる交流推進事業として、3つの事業を実施した。
　更には、日本スポーツ振興センターの再委託事業「ポスト・スポーツ・フォー・トゥモロー事業（スポーツを通じた
パートナーシップ推進事業）」を受託し3つの事業を実施した。

令和４年度　事業報告

13921153

クラブ高校

個人登録数 1,334

社会人

△ 2
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事業総括

6 トップリーグ等主管試合実行委員会
事　　業
1） サニックスワールドラグビーユース交流大会2022 4/28～5/5 グローバルアリーナ

男子15人制、女子7人制の国内大会として実施。
男子12チーム参加。優勝：東海大学付属大阪仰星高等学校（大阪府）準優勝：京都成章高等学校。
女子8チーム参加。優勝：追手門学院高等学校（大阪府）準優勝：Brave Louve（東京都）。

2） 令和4年度国民体育大会第42回九州ブロック大会 8/26～28 熊本県民総合運動公園ラグビー場
成年男子：予選リーグ敗退（予選リーグ：3敗、4位） ・補助競技場
女子：予選リーグ（3勝、1位）代表決定戦　福岡県62-0大分県　本大会出場権獲得
少年男子：代表決定戦　福岡県40-５熊本県　本大会出場権獲得

3） 第59回全国大学選手権大会　1回戦
福岡工業大学 - 八戸学院大学 11/19 ミクニワールドスタジアム北九州

4） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2022 開幕に向けた、地元2チームとホームタウンとの協議等準備活動
5） トップキュウシュウ2022 順位決定戦

　　　　 ルリーロ福岡 - 日本製鉄八幡 11/23 ミクニワールドスタジアム北九州
6） 3地域社会人リーグ順位決定戦 第1節

ルリーロ福岡 - 大阪府警 12/11 ベスト電器スタジアム
7） サニックスワールドラグビーユース交流大会2023予選会 1/1～5 グローバルアリーナ

国内 1１チーム参加
決勝戦：慶應義塾高等学校 26-12 札幌山の手高等学校　※慶応義塾高等学校　本大会出場権獲得

8） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2022-23 DIVISION３
第2節 43 - 34 12//15 ベスト電器スタジアム
第3節 32 - 0 1/7 ベスト電器スタジアム
第6節 30 - 6 2/4 ベスト電器スタジアム
第11節 21 - 19 3/18 ミクニワールドスタジアム北九州
第15節 40 - 7 4/23 グローバルアリーナ

入替戦第2節 - 5/13 駅前不動産スタジアム（佐賀県）
※FRFUから運営応援

事業総括
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　令和４年度は、当協会にとっては、まさに激動の1年となった。
　新型コロナウィルス感染症の感染拡大が減少傾向となり、それの併せたように各種事業が展開し、オーストラリ
アニューサウスウェールズ州ラグビー協会、福岡県、（一社）福岡県ラグビーフットボール協会のMOU（基本合意
契約書）締結、福岡県から、令和4年度福岡県ラグビーによる交流推進事業の受託、日本スポーツ振興センター
の再委託事業「ポスト・スポーツ・フォー・トゥモロー事業（スポーツを通じたパートナーシップ推進事業）」の受託に
より、国際交流、ラグビーの普及、強化を図ることができた。るを受託し「アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ」
「国際交流事業」「指導者派遣事業」の3事業を実施した。
　それから、これまで日本協会の支援を受け雇用していた事務局を、当協会で雇用することができた。
　更に、「コカ・コーラレッドスパークス」が廃部となり、その活動拠点であるさわやかスポーツ広場を、日本協会の
「JAPAN BASE」として存続させ、継続利用できるようなった。そして、当協会もJAPAN BASE内に事務所を設ける
ことができた。

　新型コロナウィルス感染症の感染拡大の鎮静化に伴い、サニックスワールドラグビーユース交流大会2022、サ
ニックスワールドラグビーユース交流大会2023予選会、令和4年度国民体育大会第42回九州ブロック大会、第59
回大学選手権1回戦は、トップキュウシュウ2022、JAPANRUGBYLEAGUEONE2022-23は、無観客並びに観客数
を制限しながらも、関係者のご尽力で開催することができ、ラグビー文化を維持することができた。
　また、昨年度から新リーグに移行した「NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2022-23」だが、相次ぐ廃部、休部
で、今期は九州電力キューデンヴォルテクスの参加となりいささか寂しい感はあるものの、元日本代表選手の山
田章仁選手の加入により、九州電力キューデンヴォルテクスの成績も好調で、本県でのホームゲームはすべて
勝利を収め、DIVISION３を12勝3敗で2位となり、入替戦でDIVISION２、5位の清水建設江東ブルーシャークスと対
戦することが決まった。
、福岡県のトップ2チームの廃部、休部に関係者の困惑は拭えないが、新たにルリーロ福岡が誕生し、新加入初
年度で、トップキュウシュウAリーグで優勝、3地域社会人リーグ順位決定戦に進出した。結果は、トップイースト、
トップウェストの強豪チームに負けはしたものの、新たな福岡県のラグビー文化を振興してくれることに、当協会と
しても共に取り組んでいきたいと思う。

九州KV
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7 競技委員会

内　　容
1） 協議 12/17 久留米総合スポーツセンター

南部協会、久留米市協会との協議
2） 球技場調整会議 1/15 筑後広域公園体育館

筑後広域公園球技場調整会議
3） 球技場調整会議 2/5 久留米総合スポーツセンター

久留米総合スポーツセンター球技場等利用調整会議
4） 球技場等利用調整会議 2/7 ベスト電器スタジアム会議室

球技場等利用調整会議
5） 競技委員会 2/19 福岡県協会会議室

球技場等各委員会割り付け

事業総括

8 広報委員会

事　　業
1） 第44回福岡県中学生大会 動画・写真撮影,SNS,HP 5/15～7/12 舞鶴公園他
2） 第75回全九州高校大会予選 写真撮影、SNS、HP 5/8～28 春日公園球技場他
3） 第9回全国高校7人制大会予選 写真撮影、SNS、HP 6/11 春日公園球技場
4） 2022 九州アイランドセブンズ 動画・写真撮影、SNS 7/2～3 本城陸上競技場
5） 高校ラグビー決勝放映交渉 11月 放送枠交渉 10月
6） 福岡県高校大会 写真撮影・SNS、HP 10/16～11/19 各地
7） 秋季クラブ大会 動画 10/30 宇美陸上競技場
8） 第40回福岡県中学生新人大会 写真撮影、SNS、HP 11/20，27 各地
9） 九州学生リーグ 写真撮影 10/15，11/6 各地
10） トップキュウシュウリーグ 動画 11/3，12/11 各地
11） 第58回全国大学選手権大会 受付・メディア対応・撮影・SNS 11/19 ミクニワールドスタジアム北九州
12） 高校新人大会10人制 写真撮影・SNS、HP 12/19，1/10 宇美陸上競技場
13） 高校新人大会 撮影・SNS、HP 12/25～1/29 各地
14） サニックスワールドユース予選会受付・メディア対応・撮影・SNS1/1～4 グローバルアリーナ
15） リーグワン第2，3，6，11節 受付・メディア対応・記録・撮影 ベスト電器スタジアム、

12/24，1/7，2/4，3/18 ミクニワールドスタジアム北九州
16） アジアオセアニア交流大会 動画・写真撮影 1/21～22 グローバルアリーナ
17） 全九州10人制大会 写真撮影 3/19 JAPAN BASE

事業総括

① 新たな情報発信
ライブ配信も含め、動画を利用した情報を発信を行う。
⇒機材を購入し協会独自でも配信可能とした。
　委託配信：7件、独自配信：5件
②コンプライアンスの徹底
法人としてのガバナンス化を整備する。
⇒理事会議内容について情報のあり方の取り決めを行った。
③県協会HPリニューアル
ＣＭＳの導入を行い情報発信をスムーズに行えるようにする。更新スタッフの育成も行う。
⇒予算都合により、次年度へ持ち越す。
④取材範囲の拡大
全てのカテゴリー、特に大学やクラブなどクローズアップされていないチームや大会をアピールする。
⇒クラブ大会の写真撮影や動画配信等を行った。
　大学は九州リーグとして行われたため、取扱いをどのようにするか検討する。

県協会主催試合、ならびに、九州・日本協会主催試合における競技全般の円滑な推進のための施設（競技場）の確保。
ラグビーフットボール競技に使用できる公共施設（競技場等）の利用調整。
慢性的な競技場（グラウンド）不足解消には至らず、今後も引き続き競技施設等との協議を進め競技場等確保に努めたい。



9 規律委員会

内　　容
規律・コンプライアンス・インテグリティに関すること

協議案件
協議案件の発生がなかった。

事業総括

10 レフリー委員会

事　　業
1） C級レフリー研修会 14名参加 8/6 浮羽究真館高校(合宿)

座学、実技：練習試合担当、ｺｰﾁﾝｸﾞ
2） Ｃ級レフリー筆記・実技テスト 5月～6月 座学・筆記試験：GA

Ｃ級レフリーの認定(MO資格制度） 実技：雁の巣グラウンド
3） 九州ｱｶﾃﾞﾐｰｾﾚｸｼｮﾝへの派遣 5月 諫早

高橋、大隅、結城、薄の4名派遣
4） レフリング指針講習会 7/10，16，23 福岡・北九州・久留米

日本協会レフリング指針、ルール変更伝達
5） 若手レフリー研修(研修） 8/7 高校合宿：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾘｰﾅ

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
6） 九州レフリー委員長会議 6，12，2月 福岡

事業・研修会打合せなど
7） 福岡県レフリー委員会 7/23 協会事務所

ルール伝達、研修会打合せなど
8） 九州協会Ｂ級レフリー認定講習会 8/12～14 座学：ｵﾝﾗｲﾝ

座学：5名受講、実技：4名受講 実技：阿蘇
9） 九州協会Ｂ級レフリー研修会 7/29～31 大分県（久住）

レフリー派遣
10） 九州協会B級トップレフリー研修会 9月～12月 ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦

九州協会事業へのレフリー派遣、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ U16U17交流会、ｼｰｽﾞﾝ試合
11） 九州協会研修派遣ﾚﾌﾘｰレベルアップ 4月～8月 各試合会場

春・夏の練習試合でのｺｰﾁﾝｸﾞ
12） ピッチコントローラ研修 5月～11月 各試合会場

春～秋シーズン試合を担当

事業総括

　安全推進・インティグリティ講習会並びに、理事会等でコンプライアンス・インテグリティの順守については周知
徹底を行い規律違反が生じないよう、注意喚起を行なった。
　本年度内に協議、指導等を要する案件は発生しなかった。
　当協会も一般社団法人となったことから、スポーツガバナンスコードの確立を求められており、今後も、チーム・
選手に対し規律・コンプライアンス・インテグリティの順守を徹底していく必要がある。

●C級レフリー認定講習会
　20名合格。25歳以下5名。　課題：合格者に研修等への参加を促しレベルアップが必要
●MRR認定講習会
　37名合格。　課題：高評価レフリーのC級受講推進、MRR全体のレベルアップ研修実施
●C級レフリー研修
　14名参加。座学・実技コーチングを実施。
　　　　課題：社会人(クラブ)レフリーの参加：0名のため5年度は社会人レフリー専用の研修とする
●25才以下レフリー研修
　12名参加。今年C級取得者も4名参加。若手グループにて情報共有、研鑽を推進
●C級レフリーの九州協会B級認定を見据えたレベルアップ活動
　春先より候補レフリーを挙げ、高校練習試合を担当、コーチング実施。4名合格。
●B級中堅、若手レフリーの九州協会B級トップ・レベルアップを見据えた活動
　　ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦、U16U17九州交流会、ﾜｰﾙﾄﾞﾕｰｽ予選に派遣。　課題：次のB級トップレフリー育成。
●ピッチコントローラ研修
　2名を対象に実施。1名をJRLOパネルに推薦。　課題：毎年1名はJRLOパネルに上げる



11 コーチ委員会

事　　業
1） スタートコーチ資格認定講習会 オンライン開催 年間通して オンライン
2） JRFU　A級コーチ養成講習会 講義はオンライン 7/27～31 オンライン集合：グローバルアリーナ

実技は集合　25名
3） JRFU　B級コーチ養成講習会 講義はオンライン 12/22～25 オンライン集合：福岡大学

実技は集合　22名
4） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　24名 2/5 サニックス玄海G
5） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　 2/11 サニックス玄海G

JRFU主催女性限定　5名
6） コーチカンファレンス オンライン開催 9月 オンライン
7） 全国コーチ委員長会議 オンライン開催 5月、10月 オンライン
8） JRFUコーチング部門会議 オンライン開催 4月、9月、1月 オンライン

事業総括

12 中学委員会

事　　業
1) 第44回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 5/3～6/26 舞鶴公園球技場

兼太陽生命カップファーストステージ 春日公園球技場
優勝：鞘ヶ谷ラグビースクール 中鶴グラウンド
準優勝：かしいヤングラガーズ
第３位：草ヶ江ヤングラガーズ

2) 第38回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 7/10～7/17 舞鶴公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ 春日公園球技場

優勝：福岡市立城南中学校
準優勝：福岡市立百道中学校
第３位：合同1（自彊館中学校・西南中学校、輝翔館中等教育学校・志免中学校）

3) 第5回福岡県中学生女子セブンズラグビー競技大会 7/17 春日公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ

優勝：福岡レディースRFC Jr
準優勝：リリーズ
第３位：北部女子合同

4) 福岡県代表選手選考会 7/23～8/13 舞鶴公園球技場
男子：21名選出 春日公園球技場
女子：18名選出

5) 福岡県選抜練習会九州ジュニア選抜大会全国ジュニア選抜大会 熊本、東京
男子：九州大会優勝、全国大会優勝 9月中旬～12月下旬
女子：九州大会優勝、全国大会準優勝

6) 第40回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 10/9～11/27 舞鶴公園球技場
Aパート 春日公園球技場
優勝：草ヶ江ヤングラガーズ 中鶴グラウンド
準優勝：鞘ヶ谷ラグビースクール 城東高校グラウンド
第３位：かしいヤングラガーズ

Bパート
優勝：玄海ジュニアラグビークラブ
準優勝：りんどうヤングラガーズ
第３位：春日リトルラガーズ

主な事業はコーチ資格講習会を開催しコーチ資格保有者を増やす事であり、コーチとしての在り方、指導方法を
広めることにより日本のラグビーの発展につながると考えている。
これについては、A級、B級、C級とも福岡県内での実施を継続できているし、今後も続けていく。
C級コーチ資格については、2名新たなエデュケーターが資格を得た。女性限定のC級コーチ講習会も行ったが、
女子セブンズのイベントと日程が重なってしまったので次回は注意して実施していきたい。
また、オーストラリア　ニューサウスウェールズ協会でのコーチ交流・研修で学んだことを活動に反映させ、
県内のコーチに広めていきたい。



7) 第3回福岡県女子中学生新人セブンズラグビー競技大会11/23∼12/10 舞鶴公園球技場
優勝：福岡レディースRFC Jr 白水大池公園
準優勝：リリーズ
第3位：北部女子合同

8) 九州電力杯 第23回 福岡県中学生セブンスラグビー大会 2/19 九電香椎グラウンド
Aパート　
優勝：福岡市立城南中学校
準優勝：福岡市立百道中学校

Bパート
優勝：福岡市立城南中学校
準優勝：福岡市立百道中学校

9) 第37回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 3/5～3/12 春日公園球技場

事業総括

13 普及育成委員会

事　　業
【ミニラグビー部門】
1） 第16回ちびっ子交流会 7スクール　424人参加 幼～小4年未定 本城競技場
2） 第22回ちびっ子交流大会 6/5 雁ノ巣レクリエーションG
3） 北九州ラグビー祭 6/12 本城競技場
4） 北九州市民体育祭 16チーム　225人参加 小5・6年 9/25 本城競技場
5） 福岡市総合スポーツ大会 480名参加 小5・6年 10/10 福岡大学G
6） 第43回小学生県大会 37人受講 10/30，11/6，13 春日球技場他
7） MRR認定講習会 幼～小2年 11/26 グローバルA
8） ラグビーで遊ぼう 小6年 12/4 ミクスタ
9） ノーサイドゲームやろうぜ 517名参加 小4・5年 2/19 本城競技場
10） 第33回小学生新人大会 小6年 2/26，3/5 JRFUトレセン
11） 小学生卒業フェスティバル 3/26 JRFUトレセン

【タグラグビー部門】
1） ティーチャー研修会 6名参加 教職員・指導者 9月 くきのうみ小学校

2） タグラグビーフェスタ 子供から大人までタグを通じて 9/18 平和台陸上競技場

3） 第19回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 12/18 海の中道海浜公園

13チーム　96名参加
4） 指導者研修会 6名参加 教職員・指導者

事業総括

○主催大会は、感染症対策を徹底して実施することができた。
○強化事業は、男子が全国大会で優勝、女子は準優勝することができた。
○女子大会の試合数は、前年度よりも確保することができた。
○委員会活動に協力してもらえる人員の確保が難しかった。

新型コロナ第6波、第7波の中、出来る限りの安全対策を図りながら各事業を実施した。
今年度初めてトライドリームカップ福岡県予選を開催。試合結果と抽選を用いたハイブリット方式で実施。
11チームが参加し6チームがTDC出場、つくしヤングラガーズとりんどうヤングラガーズがヒーローズカップ出場。
令和4年度から事業ごとに担当を決め、担当委員を中心に事業を推進する事で、負担の分散化が図られより効率
的な運営が出来た。
県大会では3年ぶりにフルスペックでの開催。新人戦は2年続けてコロナ禍の影響で中止したが、こちらも3年ぶり
の開催となり、大いに盛り上がり子供達の笑顔が見れた。
県大会、新人戦共にライオンズクラブからの支援や多くの企業やスクールからパンフレットへの広告協賛を募る
事が出来、充実した大会運営が出来たと思う。その他、昨年に続き、レフリー委員会と一緒にＭＲＲ認定講習会を
開催し、30名の受講者が資格を取得。更に新しいレフリーの人材発掘に繋げて行きたい。
タグについては参加数の伸び悩みはあるものの、事業は継続して実施出来ており、引続き根気よく活動したい。



14 安全対策委員会

事　　業
1） 安全・インティグリティ伝達講習会 2/13 九州・福岡県協会 ハイブリット方式
2） 安全・医務合同委員会 3/5 九州・福岡県協会 ハイブリット方式

事業総括

15 社会人委員会

事　　業
1） 社会人会議 1/28 福岡県協会事務所
2） 県秋季リーグ戦 9月-11月 各会場
3） 九州トップリーグ戦 9月-11月 各会場

事業総括

16 クラブ委員会

事　　業
1） クラブ総会 3/26 福岡県協会事務所&　リモート
2） 理事会 7/8 福岡県協会事務所&　リモート
3） 理事会 7/22 福岡県協会事務所&　リモート
4） 公式戦前会議 8/27 福岡県協会事務所&　リモート
5） 県秋季リーグ戦 9月-10月 各会場

Aリーグ　福岡名島ブルズ　優勝　 九州実業団へ推薦
Bリーグ　ドランクイーグルス　優勝 9月-11月
Ｃリーグ　カブト虫クラブＢ　優勝 9月-11月

6） 九州実業団 福岡名島ブルズ　出場（決勝戦へ　準優勝） 11月 佐賀県　佐賀市
7） 九州トップクラブリーグ戦 10/10～12/5 各会場

参加チーム 福岡カブト虫クラブ・玄海タンガロア・帆柱クラブ
福岡カブト虫クラブは優勝で全国大会へ

8） 理事会 10/6 福岡県協会事務所&　リモート
9） 理事会 10/28 福岡県協会事務所&　リモート
10） 理事会 12/2 福岡県協会事務所&　リモート
11） 理事会 1/27 福岡県協会事務所&　リモート
12） 理事会 3/3 福岡県協会事務所&　リモート

事業総括

17 大学･高専委員会

事　　業
【大学】

1） ＜会議・講習会関係＞
第1回県学生会議 5/28 福岡県協会　会議室

公式戦日程調整
第2回県学生会議 9/3 福岡県協会　会議室

公式戦前会議
第3回県学生会議 12/17 ZOOM会議

公式戦結果確認及び反省事項確認
2） ＜試合＞

福岡県学生リーグ戦 11月～12月 各大学グラウンド

クラブ秋季リーグ戦に参加

本委員会の主な事業の、①安全・インティグリティ推進講習会、②セ－フティアシスタント認定講習会は、
昨年同様日本協会によるオンラインで開催された。
よって県協会委員会では、日本協会オンライン講習会等の案内（特に未受講チ－ムへの連絡）等に終始した。

まだ、コロナの影響で予定していた秋季リーグ戦に参加出来ないチームもありましたが、
出場出来るチームで試合を行い、クラブ・実業団大会への出場チームを決めました。
クラブチームに関しては、試合のグランド（芝）・練習場の確保が十分ではなく、グランドの確保に課題が残った。



事業総括

18 高校委員会

事　　業
1） 第75回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選

1回戦～3回戦 4/24〜 筑後広域公園、各高校
4回戦 5/15 グローバルアリーナ、各学校
準々決勝 5/22 春日公園球技場、各学校
準決勝 5/28 グローバルアリーナ
決勝 1位　東福岡 6/5 春日公園球技場

2位　筑紫
3位　修猷館
4位　東海大福岡

2） 第9回全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選
予選リーグ 5/29 各高校
決勝トーナメント 6/11 春日公園球技場

1位　東福岡
2位　修猷館
3位　小倉・福工大城東

3） 第102回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選
1回戦～3回戦 10/9～ 宇美町総合スポーツ公園、各学校
4回戦 10/30 各学校
準々決勝 11/6 春日公園球技場、本城陸上競技場
準決勝 11/12 春日公園球技場
決勝 1位　東福岡 11/19 ベスト電器スタジアム

2位　筑紫
3位　修猷館・東海大福岡

5） 九州10人制大会県予選
予選リーグ 12/18 鞘ヶ谷陸上競技場、本城運動場　他
決勝トーナメント 1/15 宇美町総合スポーツ公園、

1位　輝翔館 グローバルアリーナ
2位　八幡
3位　合同B（新宮・宗像・須恵）
4位　合同D（筑紫台・柏陵）

4） 第45回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選
1回戦～3回戦 12/25～ 本城運動場、筑後広域公園
4回戦 1/8 本城運動場、筑後広域公園
準々決勝 1/15 グローバルアリーナ、本城運動場
準決勝 1/22 春日公園球技場
決勝 1位　東福岡 1/29 春日公園球技場

2位　東海大福岡
3位　修猷館
4位　筑紫

事業総括

今年度は、九州学生リーグに参加したチームが多く、
福岡県学生リーグに残った3チーム（九州国際大学、九州大学歯学部、福岡大学医学部）で開催した。
試合前日に体調不良者が出たチームが棄権し、2試合しか行っていない。
試合数が少ないので、来年度に向けて、試合の予備日を設定したり延期出来ないか事前に確認する。

新型コロナウイルスの影響は前年度よりは少なくなったこともあり、予定していた大会日程は全て順調に終了す
ることができた。しかし、残念ながら新型コロナウイルス感染により、試合前に棄権となり、実施できなかった試合
もあった。
昨年は無観客で実施した大会もあったが、多少の制限はあったものの、どの大会においても今まで通り観客も入
れて実施することができたことはよかった。重傷事故等なく安全に大会や各事業が実施できた。
また、栃木県で開催された国体は少年の部で優勝という結果となり、中止となった２年間を除く国体２連覇を達成
することができた。
第102回全国高校ラグビー選手権大会では福岡県代表の東福岡高校が優勝という素晴らしい成績を残した。



19 強化委員会

事　　業
1） 強化練習 4/23 宗像市 SANIX玄海グランド

九州セブンズへ向けたチーム招集
2） 強化練習 4/30 宗像市 SANIX玄海グランド

九州セブンズへ向けたチーム招集
3） 九州セブンス 5/14 熊本県 八代市

中止
4） 令和4年度福岡県選手強化推進事業説明会 5月

令和4年度福岡県強化推進事業説明会（WEB）
5） 令和4年度福岡県選手強化推進事業前期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 6/3 福岡市 福岡県庁

令和4年度の競技団体事業計画と選手強化方針の県への説明
6） 強化練習 6/18 宗像市 グローバルアリーナ

国体候補選手による強化練習と選手セレクト
7） 強化練習 6/25 福岡市 福岡大学グランド

国体候補選手による強化練習と選手セレクト
8） 九州アイランドセブンズ 7/2～3 北九州市本城陸上競技場

九州及び他県チームとの交流試合
9） 強化練習 7/16 宗像市 SANIX玄海グランド

国体候補選手による強化練習と選手セレクト
10） 強化練習 8/6 宗像市 SANIX玄海グランド

国体候補選手による強化練習と選手セレクト
11） 強化練習 8/20 宗像市 SANIX玄海グランド

ブロック大会メンバーによる強化練習
12） 第42回九州ブロック国体 8/25 熊本県

公式練習および競技開始式
13） 第42回九州ブロック国体 8/26 熊本県

予選リーグ
14） 第42回九州ブロック国体 8/28 熊本県

代表決定トーナメント
15） 強化練習 9月 福岡市

本国体メンバーによる強化練習（中止）
16） 第77回国民体育大会 10月 栃木県 佐野市運動公園

公式練習および競技開始式
17） 第77回国民体育大会 10月 栃木県 佐野市運動公園

競技第1日　予選リーグ
18） 第77回国民体育大会 10月 栃木県 佐野市運動公園

競技第２日　決勝トーナメント
19） 令和4年度福岡県選手強化推進事業後期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 2/15 福岡市 福岡県庁

令和4年度の競技団体事業の活動報告
20） 強化練習 3/19 福岡市 福岡大学グランド

令和5年度のチーム編成を見据えた合同選考会

事業総括

令和4年第77回国民体育大会において、2種目3種別（7人制成年男子・女子、15人制少年男子）で九州ブロックの
代表権を獲得し競技別成績第1位を目標に取り組んだ。
【目標】　男女総合得点第一位
【結果】　男女総合得点第二位
【総括】　少年男子優勝、女子第４位と高得点で総合順位に寄与したが、成年男子のブロック敗退が目標未達の
原因となった。
【重点事業】　例年どおり実施された福岡県強化推進事業およびトップアスリート・女性アスリート育成事業におい
て計画どおりに各事業を遂行した。

本事業は例年同様に当協会ビジョンにおける「4.課題克服のための事業の柱」の「(3)選手の育成・強化体制、指
導者育成体制の構築」に基づくもので、指導方法や指導体制の拡充と合わせた活動であり、国民体育大会を通
じラグビー競技が地域スポーツの発展に寄与するもの。



20 メディカル委員会

事　　業
1） 第1回担架講習訓練会 10/7 福岡医健専門学校

2） 第2回担架講習訓練会 11/25 福岡リゾート&スポーツ専門学校

事業総括

21 女子委員会

事　　業
(中学生）

1） 第6回北部九州交流会 6/12 未定
2） 九州ジュニアジャンボリー 1/21～22 グローバルアリーナ

スポ協「中学生発掘強化事業」U15
3） 太陽生命カップ（九州予選） 7/30～1 鯛生G
4） 太陽生命カップ（全国大会） 9/17～18 水戸：K'sﾃﾞﾝｷｽﾀｼﾞｱﾑ
5） 第11回九州ガールズフェスタ 12/3～4 熊本
6） SANIXセブンズキャンプ 3/11～12 グローバルアリーナ
7） Fukuoka　sevens　league 福岡市内

県「競技力強化事業」一貫指導U13

（高校生）
1） SANIXワールドユース 4/27～29 グローバルアリーナ
2） オッペンカップ 8/4～7 長野県菅平

県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化
3） U18セブンズ九州予選 9/17～18 春日球技場
4） 第4回U18セブンズ全国大会 10/21～23 熊谷ラグビー場
5） 第10回九州ガールズフェスタ 12/4 熊本県八代
6） 横浜市カップ 1/7～9 横浜市三ツ沢競技場

県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化
7） 第9回九州高校セブンズ 2/11～12 沖縄県総合運動公園
8） SANIXセブンズキャンプ 3/11～12 グローバルアリーナ

（成年）
1） 北洋建設-Nanairo CUP　KYUSYU  WOMENS  SEVENS2023 2/11～12 ミクニスタジアム

（国体）
1） 強化練習会 県「競技力強化事業」 中止
2） 強化練習会 県「競技力強化事業」 7/2～3 Kyusyu　island　Sevens
3） 九州ブロック国体 県「競技力強化事業」 8/25～28 熊本県総合運動公園
4） 栃木国体 県「競技力強化事業」 10/1～4 栃木県佐野市

事業総括

*「普及事業」
①県内ラグビースクール女子登録者の継続（小学生から中学生）・拡大の為に『Princess　League（女子交流会）』
を、平和台・諫早・玄海・白水大池・香椎・新門司の６回開催。県内中学生チーム（福岡RFC）（春日リリーズ）（福
岡北部合同）を中心に、県外チーム・県外個人も参加し、後半は小学６年生選手のエキジビションマッチ実施が可
能となった。
②「福岡県タレント発掘事業」との連携では、普及育成委員会との共同事業として、小学５・６年対象の「タグラグ
ビー事業」を主管し、有望選手への声かけを行った。
*「強化事業」
①国体強化指定選手の選出を、太陽生命WSSの視察と７月island　SEVENSで行い、８月九州ブロック国体優勝、
10月とちぎ国体4位の成績を上げた。ブロックから本国体までの間に、主力選手の負傷登録変更があり、ベスト
チームで望めなかったのが残念だが、所属チーム事情やコロナ感染状況を乗り越えて参集してくれた選手に感
謝したい。
②福岡県選手強化推進事業とスポーツ協会の補助金を活用し、中学生強化合宿（福岡ジャンボリー）高校生強
化遠征（菅平・横浜）を実施した。
③九州協会・Nanairo　Laboとの共同事業として「第２回北洋建設-Nanairo　CUP」を実施、地元から（九州産業大
学）（日本経済大学）（Nanairo　prism福岡）の３チームが出場した。

各大会にマッチドクターの派遣を行った。
2回担架講習会を行った。



22 北九州協会

事　　業
1） 北九州ラグビー祭 6/12 本城競技場、運動場

幼稚園～小学生が参加。
2） 北九州市民体育祭 9/25 本城競技場、運動場

幼稚園～小学生が参加。
3） 山田章仁のラグビークリニック 北九州市が主催 11/23 ミクニワールドスタジアム

市内高校ラグビー部員が参加。
4） ミクスタの芝生ラグビーで遊ぼう 12/4 ミクニワールドスタジアム

幼稚園～小学生低学年が参加。
5） 北九州ウェールズカップ 2/19 本城運動場

中学生の部
6） ノーサイドゲームやろうぜ 2/19 本城運動場

小学生卒業フェスタ

事業総括

23 福岡市協会

事　　業
1） 市民総合スポーツ大会社会人大会 5/29，6/19 雁の巣ＲＣ球技場
2） 福岡市中学校大会 6/4 中村三陽高校G
3） 市民総合スポーツ大会小学生ちびっこﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 6/5 雁の巣ＲＣ球技場
4） 市民総合スポーツ大会ﾐﾆﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 10/10 さわやかｽﾎﾟｰﾂ広場
5） 市民総合スポーツ大会中学生ﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ交流大会 10/10 舞鶴公園球技場
6） 福岡市中学校新人大会 2/26 中村三陽高校G
7） 市民総合スポーツ大会福岡市７人制ﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 3/4，5 雁の巣ＲＣ球技場
8） 福岡市ｼﾞｭﾆｱﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 3/12，21 さわやかｽﾎﾟｰﾂ広場
9） ラグビー普及活動 複数回 福岡市内小学校他

事業総括

24 南部協会

事　　業
1) 総会 中止
2) 春季高専・高校交流戦 中止
3) 浮羽究真館カップ（中学生クラブチーム） 中止
4) ふれあいラグビー教室 中止
5) 南部７人制大会 中止
6) たんぼラグビー ＩＮ うきは 中止
7) 九州高専新人ラグビーフットボール大会 中止
8) 福岡県南部地区中学生交流戦 中止
9) 役員会　・事業打合せ 6/29 佐々樹
10) レフリング指針講習会 7/24～28 久留米高専
11) 夏季高専・高校交流戦 8/24-28 久留米高専
12) 高校ラグビー交流会 南部合同VS鳥栖工業 8/28 駅前不動産ｽﾀｼﾞｱﾑ
13) 中学生ラグビー交流戦 りんどうY　VS　ブランビーY 8/28 駅前不動産ｽﾀｼﾞｱﾑ
14) ふれあいラグビー教室 7/9 浮羽究真館高校
15) 第30回　全国クラブラグビーフットボール大会 1/8.22 久留米陸上競技場
16) LERIROカップ(名称変更)（中学生クラブチーム） 2/19 浮羽究真館高校

「ラグビー文化の根づいた福岡」を目指すため、小学校低学年から社会人まで、若い世代を中心にラグ
ビーの楽しさや運動する喜びを伝えることを目的として市協会主催の大会運営を行っている。
一昨年から新型コロナウイルスの感染のため、大会を中止せざるを得なかったが、今年度は全ての
大会において開催することができて、競技者の喜びに触れることができた。
今後の協会の課題としては、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえた大会運営及び各カテゴリーに
おけるスムーズな世代交代と理事を引き受けていただける人材の発掘が必要と思われます。

主な事業としては北九州ラグビー祭、北九州市市民体育祭、ミクスタの芝生ラグビーで遊ぼう、放課後ラグビー、
北九州ウエールズカップ、小学生卒業フェスタを執り行いました。
基本的には幼稚園、小学生への普及活動を目的としています。
特に芝生で遊ぼうの参加者は小学校低学年のラグビー未経験者を対象とし多くの小学生を北九州協会加盟のラ
グビースクールへの登録者が増加する事を期待していましたが少数にとどまりました。



事業総括

25 筑豊協会

事　　業
1） 筑豊ラグビー交流会 4/10 筑豊緑地グランド

ジュニア（小学生・中学生）高校生交流会
2） 総会 4/10 筑豊緑地

令和３年度事業報告・令和４年度事業計画（案）
3） 理事会（第１回） 4/10 筑豊緑地

令和４年度日程確認
4） 理事会（第２回） 7/27 穂波東校

体験会について
5） ラグビー体験会 体験会 8/27 筑穂多目的グランド
6） 県リーグ戦 9/11 筑豊緑地グランド
7） 県リーグ戦 　 10/2 筑豊緑地グランド
8） 理事会（第３回） 12/3 庄内交流センター

小学生交流会ついて
9） 筑豊交流会 小学生交流会 12/11 筑豊緑地グランド
10） 筑豊緑地公園グランド調整会議 2/4 筑豊緑地公園事務所

次年度グランド使用日程について
11） 理事会（弟４回） 3/23 穂波東校

筑豊ラグビー交流会について

事業総括

筑豊地区においては、各カテゴリ-においての登録チーム数（中学・少年：１、高校・２、クラブ・１）が少ない状況に
ある。
そこでラグビーの普及をめざし、「筑豊ラグビー交流会」、「ジュニア支援事業」、「タグ・ラグビー用具貸出事業」
「小学校単位でのラグビー体験会」を計画していた。
交流会は２回と、支援事業、体験会についてはジュニアチームと連携して開催できたが、その他の事業について
は、実施できなかった。

年度当初は予定していた究真館カップ（中学）、ふれあいラグビー教室、南部7人制大会（高校・社会人）、田んぼ
ラグビーIN　うきは、九州高専新人大会レフリー派遣、福岡県南部地区中学交流戦、セーフティーアシスタント講
習会、安全推進講習会等新型コロナ感染拡大防止の為開催できなかった。
年度後半はようやく規制緩和となり、感染防止対策を講じながら事業を再開することができるようになった。
1月には全国クラブラグビーフットボール大会を久留米陸上競技場において運営することとなり、九州協会さんの
ご指導と共に2日間4試合無事終了することができた。



科 目

471,106 3,428,470

広報委員会交通費 52,000

15,741,552 競技委員会交通費 7,000

西日本シティ銀行 9,941,535
中学委員会
ドクターフィー 75,000

西日本シティ銀行 5,800,017 　強化特別未払金 3,294,470

16,212,658 8,494,370

医 務 費 0

6,809,424

日本協会機関誌 0 大 西 基 金 1,000,000

TL 運 営清 算 残 1,253,141 アジラグ協賛金 7,494,370

アジラグ補助金 100,000 そ の 他 0

強化特別未収金 5,378,683

11,099,242

77,600

2,125,101

23,022,082 23,022,082

貸　　借　　対　　照　　表
令和5年3月31日現在

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　　　　債　及び　剰　　余　　金

科 目 金　　　　　　額 金　　　　　　額

現 金 未 払 金

普 通 預 金

現金、預金計 預 り 金

8,974,141

当期剰余金

未 収 金

繰 越 剰 余 金

ワールドユース交通
費

前期繰越金





【改選理事】

理 事 荒　木　英　二

理 事 城　戸　英　敏

理 事 松　岡　英　雄

理 事 吉　田　幸　正

理 事 今　林　英　明

理 事 伊　藤　　節　

理 事 兒　島　　圭　

理 事 山　口　伸　之

理 事 相　川　みどり

理 事 増　村　正　信

理 事 笹　井　賢　治

理 事 堀　内　恭　彦

理 事 高　井　明　彦

≪留任理事≫ 理 事 荒　木　英　二

理 事 城　戸　英　敏

理 事 松　岡　英　雄

理 事 吉　田　幸　正

理 事 今　林　英　明

理 事 伊　藤　　節　

理 事 兒　島　　圭　

理 事 山　口　伸　之

理 事 相　川　みどり

理 事 増　村　正　信

理 事 笹　井　賢　治

理 事 堀　内　恭　彦

理 事 高　井　明　彦

理事改選予定表（案）



1主要事業

期　　日 行　　　　　　　事 区分 場　　　所

4月以降 Fukuoka　sevens　league 女子 グローバルアリーナ

4月15・22日 第10回全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選 高校 各高校、春日公園球技場

4月23日
NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2022-23 ＤＩＶＩＳＩＯＮ ３ 第15節
九州電力キューデンヴォルテクス ⅴ マツダスカイアクティブズ広島

主管試合 グローバルアリーナ

4月27日
　　　～４月29日

サニックスワールドラグビーユース交流大会2023 GIRLS SEVENS 女子 グローバルアリーナ

4月28日
　　　～5月5日

サニックスワールドラグビーユース交流大会2023　BOYS 主管試合他 グローバルアリーナ

4月30日
　　　～6月4日

第76回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選 高校
各高校、JAPAN BASE
GA、春日公園球技場

5月 タレント発掘事業 普及(タグ) アクシオン福岡

5月3日 ラグビー体験会 普及(タグ) 海の中道海浜公園

5月5日
　　　～6月25日

第45回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 中学 舞鶴公園球技場　春日公園球技場

5月13・14日 九州セブンス 強化 鹿児島県

5月28日 令和５年度（一社）福岡県協会総会 総務 福岡中央銀行　本店７階　大会議室

6月 第7回北部九州交流会 女子 未定

6月 第17回ちびっ子交流会 普及(ミニ) 未定

6月 北九州ラグビー祭 普及(ミニ) 未定

6月以降 ラグビークリニック 総務 JAPAN BASE（6回）

6月11日 第23回ちびっ子交流大会　幼稚園～小学４年 普及(ミニ) 雁ノ巣レクリエーションG

6月25日 第12回TDC県予選会 普及(ミニ) JRFUトレセン

7月 レフリング指針講習会 レフリー 福岡・北九州・久留米

７月 太陽生命カップ（九州予選） 女子 鯛生G

７月 九州アイランドセブンズ 強化 未定

7月予定 JRFU　A級コーチ養成講習会 コーチ オンライン集合：未定

7月下旬 タグ・ティーチャー研修会　職員向け 普及(タグ) アクシオン福岡

7月9日～16日 第39回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 中学 春日公園球技場

7月9日～16日 第6回福岡県中学生女子セブンズラグビー競技大会 中学 春日公園球技場

7月17日
　　　～8月20日

福岡県中学代表選手選考会 中学 舞鶴公園球技場　春日公園球技場

8月4日～6日 オッペンカップ 女子 長野県菅平

8月24日～27日 第43回九州ブロック国体 強化 大分県

9月以降 ラグビー体験授業 総務 県内の小学校（8回）

9月 U18セブンズ九州予選 女子 佐賀

9月 太陽生命カップ（全国大会） 女子 水戸：K'sﾃﾞﾝｷｽﾀｼﾞｱﾑ

9月 タグ・ティーチャー研修会　スクール向け 普及(タグ) 未定

9月8日～11日 第2回アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ 総務委員会他
うきは市

（NSKグリーンスタジアム）

9月17日 タグラグビーフェスタ 普及(タグ) 未定

9月～11月 九州トップクラブリーグ戦 クラブ社会人 各会場

9月～12月 県秋季リーグ戦 クラブ社会人 各会場

9月24日
　　　～11月11日

第103回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選 高校 各高校、博多の森他

令和5年度　事業計画（案）



9月中旬
　　　～12月下旬

福岡県選抜練習会及び九州、全国ジュニア選抜大会全国大会
予選　　及び全国選抜大会

中学 熊本、東京

9月23日
　　　～11月26日

第41回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 中学
舞鶴球技場、春日球技場
中鶴グランド、城東高校

10月 北九州市民体育祭 普及(ミニ) 未定

10月 第78回国民体育大会 強化他 鹿児島県

10月 第5回U18セブンズ全国大会 女子 熊谷ラグビー場

10月9日 福岡市総合スポーツ大会　小学５・６年 普及(ミニ) 雁ノ巣レクリエーションG

10月～12月 福岡県学生リーグ戦 大学 各大学グランド

10月29日、
　11月5日・12日

第44回小学生県大会　　　小学５・６年 普及(ミニ) JRFUトレセン他

11月 MRR認定講習会 普及(ミニ) グローバルA予定

11月 トップキュウシュウＡリーグ順位決定戦 主管試合 未定

11月～12月 九州実業団 クラブ社会人 福岡県

11月25or26日 第60回全国大学選手権大会 主管試合 ベスト電器スタジアム

12月 3地域社会人リーグ順位決定戦 主管試合 未定

12月 入替戦 クラブ社会人 未定

12月 第12回九州ガールズフェスタ 女子 大分

12月 第12回九州ガールズフェスタ 女子 大分

12月予定 JRFU　B級コーチ養成講習会 コーチ オンライン集合：未定

12月11日 第20回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 普及(タグ) 未定

12月11・18日 九州10人制大会予選 高校 各高校他

12月24日～2月4日第46回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選 高校
各高校、GA、ベススタ

春日公園球技場

12月～４月 NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2023-24 主管試合 ベスト電器スタジアム他

1月 九州ジュニアジャンボリー 女子 グローバルアリーナ

1月1日～5日 サニックスワールドラグビーユース交流大会2024予選会 主管試合 グローバルアリーナ

1月6日～8日 横浜市カップ 女子 横浜市三ツ沢競技場

2月 北洋建設-Nanairo　CUP　KYUSYU　WOMENS　SEVENS　2024 女子他 ミクニスタジアム

2月25日、3月3日 第34回小学生新人大会 普及(ミニ) 未定

3月 SANIXセブンズキャンプ 女子 グローバルアリーナ

3月3日～3月10日 第4回福岡県女子中学生新人セブンズラグビー競技大会 中学 春日公園球技場

3月3日～3月10日 第38回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 中学 春日公園球技場

未定 九州電力杯 第24回 福岡県中学生セブンスラグビー大会 中学 九電香椎グラウンド

3月下旬 タグラグビーフェスタ 普及(タグ) 未定

3月31日 小学生卒業フェスティバル 普及(ミニ) 未定



2 総会
令和5年5月28日（日）1６時～　　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室・Zoomミーティング
※必要に応じ臨時総会も開催

3 理事会
理事会は、特別な事情がない限り、次のとおり定例会を開催する。
特別な事情がある場合、適宜臨時会を開催する。
【定例会】 5月・4月（予定）

4 企画委員会

重点事項

委員会の開催
　委員会は必要に応じて随時開催していく。

5 総務委員会（未来プロジェクト）
年間随時開催する。

重点事項

内　　容
1） 総会・理事会審議事項等の事前検討、実施
2） 各地区協会及び委員会との調整（所掌業務等の検討）
3） 他団体からの照会事項等の検討及び回答
4） 表彰業務（各種団体への表彰具申）※表彰検討プロジェクト
5） 「ラグビー普及部」の組織力強化
6） 一般社団法人としての各種規程の整備
7） スポーツ団体ガバナンスコードへの原則順守

事　　業
○ 第4回アジアラグビー交流フェスタ 9月～10月 未定
○ ラグビー体験授業 9月以降 県内の小学校（8回）
〇 ラグビークリニック 6月以降 JAPAN BASE（6回）

令和５年度　事業計画（案）

　協会運営上の重要事項について、適宜協議を行って行く。

・組織運営に関する目指すべき基本方針を策定し公表する
・各規程の整備
・コンプライアンス教育の徹底
・財政基盤の整備（各種補助金等財源の確保）
・RWC2019レガシー事業の展開「アジアラグビー交流フェスタ」「ラグビー体験授業」の継続



6 主管試合実行委員会

重点事項

実行委員会の開催
　委員会は必要に応じて随時開催していく。

事　　業
1） サニックスワールドラグビーユース交流大会2023 4/28～5/5 グローバルアリーナ
2） 第60回全国大学選手権大会 11月25or26日
3) トップキュウシュウＡリーグ順位決定戦 11月 未定
4） 3地域社会人リーグ順位決定戦 12月 未定
5） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2023-24 12月～４月 未定
6） サニックスワールドラグビーユース交流大会2024予選会 1/1～5 グローバルアリーナ

7 競技委員会

重点事項

事　　業
1） グラウンド調整会議事前打ち合わせ 未定 未定
2） グラウンド利用調整会議 未定 未定

グラウンド利用調整
3） グラウンド調整会議(各カテゴリー割り付け） 未定 未定

各カテゴリーに報告、割り当て

8 広報委員会

重点事項

内　　容
1） リーグワン第15節 受付・メディア対応・記録・撮影 4/23 グローバルアリーナ
2） サニックス2023ワールドユース 広報活動（写真撮影） 5月 グローバルアリーナ
3） 福岡県中学生大会 広報活動（写真撮影） 5月 各地
4） 秋季クラブリーグ戦 広報活動（写真撮影） 9月 各地
5） 福岡県大学リーグ 広報活動（写真撮影） 9月 各地
6） 高校ラグビー決勝放映交渉 11月 放送枠交渉 10月
7） 福岡県高校大会 広報活動（写真撮影） 10月 各地
8） 福岡県中学生大会 広報活動（写真撮影） 10月 各地
9） 第60回全国大学選手権大会 受付・メディア対応・撮影・SNS 11月 未定
10） 福岡県高校新人大会 広報活動（写真撮影） 12月 各地
11） 福岡県中学新人大会 広報活動（写真撮影） 11月 各地
12） サニックスワールドユース予選会広報活動（写真撮影） 1月 グローバルアリーナ

県協会主催試合並びに、九州・日本協会主催試合における競技全般の円滑な推進のための施設（競技場）の確保。
県内各自治体等の既存施設の中からラグビーフットボール競技がきる競技場（グラウンド）を探し、かつラグビーフッ
トボール競技が優先利用できるよう各施設と協議を持ち、将来的には利用協定等を結び、慢性的な競技場（グラウン
ド）不足を解消したい。

① 情報発信の強化
ライブ配信も含め、動画を利用した情報を発信を行う。
②協会のDX化
情報共有とペーパーレス化を整備する。
③県協会HPリニューアル
ＣＭＳの導入を行い情報発信をスムーズに行えるようにする。更新スタッフの育成も行う。
④取材範囲の拡大
全てのカテゴリー、特に大学やクラブなどクローズアップされていないチームや大会をアピールする。

　JAPAN RUGBY LEAGUE ONE2023-24の運営をチームと共同実施し、スムーズな運営に努める。
　また、トップ九州（開催不明）、全国大学選手権大会、サニックスワールドユース（予選会）、トップキュウ
シュウ順位決定戦、3地域社会人リーグ順位決定戦等の運営において、スムーズな大会運営を目指す。

ベスト電器スタジアム



9 規律委員会

重点事項

内　　容
1） 規律・コンプライアンス・インテグリティに関すること

10 レフリー委員会

重点事項

事　　業
1） C級レフリー研修会 8月上旬 浮羽究真館高校(合宿)

座学、実技：練習試合担当、ｺｰﾁﾝｸﾞ
2） Ｃ級レフリー筆記・実技テスト 4月～6月 座学・筆記試験：GA

Ｃ級レフリーの認定(MO資格制度） 実技：雁の巣グラウンド
3） 九州ｱｶﾃﾞﾐｰｾﾚｸｼｮﾝへの派遣 5月 諫早

九州協会アカデミー事業
4） レフリング指針講習会 7月 福岡・北九州・久留米

日本協会レフリング指針、ルール変更伝達
5） 若手レフリー研修(研修） 8月上旬 高校合宿：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾘｰﾅ

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
6） 九州レフリー委員長会議 6，12，2月 福岡

事業・研修会打合せなど
7） 福岡県レフリー委員会 7月、2月 協会事務所

ルール伝達、研修会打合せなど
8） 九州協会Ｂ級レフリー認定講習会 8月中旬 座学：ｵﾝﾗｲﾝ

受講レフリー派遣 実技：阿蘇
9） 九州協会Ｂ級レフリー研修会 7月下旬 大分県（久住）

レフリー派遣
10） 九州協会B級トップレフリー研修会 8月初旬 大分県（由布院）

レフリー派遣
11） B級中堅・有望C級ﾚﾌﾘｰ派遣 9月～12月 ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦、

九州協会事業へのレフリー派遣、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ U16U17交流会、ｼｰｽﾞﾝ試合
12） 九州協会研修派遣ﾚﾌﾘｰﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ 4月～8月 各試合会場

春・夏の練習試合でのｺｰﾁﾝｸﾞ
13） ピッチコントローラ研修 4月～11月 各試合会場

春～秋シーズン試合を担当

ラグビー活動の根本理念であるフェアプレーの遵守。
選手・指導者・観戦者へのコンプライアンス意識の啓蒙。
選手登録等の事務手続きにおいてもコンプライアンスの周知徹底。
選手・指導者等のスポーツ・インテグリティ遵守によりドーピング、パワハラ、否社会的行為等をなくす。

県内レフリーのレベルアップして、より質の高い、魅力あるラグビーを発信する。
●C級レフリー全体のレベルアップ活動：認定講習会、カテゴリー別研修を実施。
●若手レフリーへのモチベーションアップ活動：若手レフリー研修
●C級レフリーの九州協会B級認定を見据えたレベルアップ活動（継続）
春先より候補レフリーを挙げ、高校練習試合を担当、コーチング実施する。
●B級中堅、若手レフリーの九州協会B級トップ・レベルアップを見据えた活動（継続）
ルーキーズカップ、U16U17九州交流会、ワールドユース予選に派遣。
●MRRのレベルアップ：認定講習会、研修
●女子レフリー発掘（継続）　九州協会女子部門と連携した活動



11 コーチ委員会

重点事項

事　　業
1） スタートコーチ資格認定講習会 オンライン開催 年間通して オンライン
2） JRFU　A級コーチ養成講習会 講義はオンライン 7月予定 オンライン集合：未定

実技は集合　
3） JRFU　B級コーチ養成講習会 講義はオンライン 12月予定 オンライン集合：未定

実技は集合　
4） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　 未定 サニックス玄海G
5） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　 未定 サニックス玄海G

JRFU主催女性限定　5名
6） コーチカンファレンス オンライン開催 9月予定 オンライン
7） 全国コーチ委員長会議 オンライン開催 5月、10月予定 オンライン
8） JRFUコーチング部門会議 オンライン開催 未定 オンライン

12 中学委員会

重点事項

事　　業
1） 第45回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 5/5～6/25 舞鶴公園球技場

兼太陽生命カップファーストステージ 春日公園球技場
新島杯　九州大会兼太陽生命カップセカンドステージ予選

2） 第39回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 7/9～7/16 春日公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ

新島旗　九州大会兼太陽生命カップセカンドステージ予選

3) 第6回福岡県中学生女子セブンズラグビー競技大会 7/9～7/16 春日公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ

九州大会兼太陽生命カップセカンドステージ予選

4) 福岡県代表選手選考会 7/17～8/20 舞鶴公園球技場
男女福岡県代表選手の選出セレクションマッチ 春日公園球技場

5) 福岡県選抜練習会九州ジュニア選抜大会全国ジュニア選抜大会 熊本、東京
全国大会予選全国選抜大会 9月中旬～12月下旬

6) 第41回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 9/23～11/26 舞鶴公園球技場
クラブ県大会シード予選中学校・クラブ交流戦 春日公園球技場

中鶴グラウンド
城東高校グラウンド

7） 第4回福岡県女子中学生新人セブンズラグビー競技大会 3/3～3/10 春日公園球技場
県大会シード決め

コーチ資格者の増加を図る。
コーチ数の増加が、プレーヤー・チームのレベルアップ、コアバリューの認識度アップにも繋がり、世間に
対するラグビーのイメージアップにも繋がると考えている。
オンラインのスタートコーチ、対面でのC級、オンラインと対面のハイブリッド型のB級・A級と福岡県での開
催を引き続き行っていく。
女子選手が増加していることから、今後女性コーチも増やす必要があるので、女性限定のC級講習会を
含め、現役プレーヤーの段階からコーチ資格の取得を促していく。

○主催大会における感染症対策の徹底と試合数の確保
○男子、女子選抜チームの強化
○女子中学選手の育成・女子大会の試合数確保
○中学委員会の人的確保



8） 九州電力杯 第24回 福岡県中学生セブンスラグビー大会 未定 九電香椎グラウンド
セブンス大会

9) 第38回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 3/3～3/10 春日公園球技場
県大会シード決め

13 普及育成委員会

重点事項

事　　業
【ミニラグビー部門】
1） 第17回ちびっ子交流会 6月 未定
2） 第23回ちびっ子交流大会 幼稚園～小学4年 6/11 雁ノ巣レクリエーションG
3） 北九州ラグビー祭 6月 未定
4） 第12回TDC県予選会 6/25 JRFUトレセン
5） 北九州市民体育祭 10月 未定
6） 福岡市総合スポーツ大会 小学5・6年 10/9 雁ノ巣レクリエーションG
7） 第44回小学生県大会 小学5・6年 10/29，11/5，12 JRFUトレセン他
8） MRR認定講習会 11月 グローバルA予定
9） 第34回小学生新人大会 小学4・5年 2/25，3/3 未定
10） 小学生卒業フェスティバル 小学6年 3/31 未定
【タグラグビー部門】
1） ラグビー体験会 5/3 海の中道海浜公園
2） タレント発掘事業 5月～6月4回実施予定 5月 アクシオン福岡
3） タグ・ティーチャー研修会 教職員向け 7月下旬 アクシオン福岡
4） タグ・ティーチャー研修会 スクール向け 9月 未定
5） タグラグビーフェスタ 9/17 未定
6） 第20回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 12/11 未定
7） タグラグビーフェスタ 3月下旬 未定

14 安全対策委員会

重点事項

事　　業
1） 安全・インティグリティ伝達講習会 2/12 九州・福岡県協会
2） 安全・医務合同委員会 3/5 九州・福岡県協会
3） 安全・インティグリティ講習 未定 ハイブリット方式
4） セ－フティ－アシスタント認定講習会 未定 ハイブリット方式

（１）日本協会より各チ－ムに対して、日本協会発行の2冊の小冊子が配布された。この「ラグビ－外傷・
障害対応マニュアル　2023年度版」及び「よりよい組織運営のために　ＪＲＦＵ　ガバナスンハンドブック」
の有効活用。
（２）脳震盪からの「段階的競技復帰（GRTP）」改訂内容の徹底。
（３）チ－ム内におけるメディカル体制の整備（複数人のSAがいることを）
（４）チ－ム内における緊急時対応計画（EAP）の策定。

今年度、地域協会も含めミニで11、タグで6の事業を計画。新型コロナ対策も2類から5類への変更を受
け、大幅に負担の軽減が予想され、ワールドカップイヤーでもあるため、更に各事業を盛り上げたい。
各大会の運営は勿論だが、以下の事にも取り組みたい。
①U－8のカテゴリーへのアプローチ（指導者講習・交流大会）を新たに企画する。
②女子コーチの発掘やMRR認定講習への女性の参加の促進の為に各スクールとの連携を図る。
③市町村（行政）やライオンズクラブ等の団体との更なる関係強化。
④各スクールでの体験会への連携。
⑤各大会への協賛企業の開拓。



15 社会人委員会

重点事項

事　　業
1） 社会人会議 4月 未定
2） 社会人会議 1月 未定
3） 県秋季リーグ戦 9月-11月 各会場
4） 九州トップリーグ戦 9月-11月 各会場

16 クラブ委員会

重点事項

事　　業
1） クラブ総会 3/25 福岡市立　中央市民センター
2） 理事会 年6回予定 福岡県協会事務所
3） Ｂ・Ｃ級レフリー強化研修会 4月
4） 公式戦前会議 8/26 未定
5） 県秋季リーグ戦 9月-12月 各会場

九州トップクラブリーグ戦 9月-11月 各会場
6） 九州実業団 11月-12月 福岡県
7） 入替戦 12月 未定
8） 懇親会 1/27 未定

17 大学･高専委員会

重点事項

事　　業
【大学】
1） ＜会議関係＞

第1回県学生会議 5月 福岡県協会　会議室
公式戦日程調整

第2回県学生会議 9月 福岡県協会　会議室
公式戦前会議

第3回県学生会議 公式戦試合結果確認及び反省事項確認 12月 ZOOM会議
2） ＜試合＞

福岡県学生リーグ戦 10月～12月 各大学グランド

18 高校委員会

重点事項

各チームの部員数が少ないこともあり、練習が十分にできていないので、
協会から合同練習等多くの人数で練習できる環境を設定し、スクラムやコンタクト練習ができる場を設け
たい。

試合のグランド（芝）・練習場所の確保。
メンバー登録の時期（コロナ禍でラグビーから遠ざかるメンバーが増え、どのようにチームを存続していく
か）。
天候・天災での、試合を行うかの判断（当日の朝に判断しても間に合わない）。

各チームの登録人数の増加（ＲＷＣの影響による期待も含めて）
重傷事故が起こらない安全な大会運営と安全対策の徹底
県代表チーム強化と支援

クラブ秋季リーグ戦に参加
トップチームは試合のグランド（芝）・練習場所の確保



事　　業
1） 第10回全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選

（4/4組合せ抽選会）
予選リーグ 4/15 各高校
決勝トーナメント 4/22 春日公園球技場

2） 第76回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選
（4/11組合せ抽選会）

1回戦～3回戦 4/30～ 各高校
4回戦 5/14 グローバルアリーナ、各学校
準々決勝 5/21 各高校
準決勝 5/28 JAPAN　BASE
決勝・3決 6/4 春日公園球技場

3) 第103回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選
（9/5組合せ抽選会）

1回戦～3回戦 9/24～ 各高校
4回戦 10/22 未定
準々決勝 10/29 未定
準決勝 11/5 博多の森陸上競技場
決勝 11/11 博多の森陸上競技場

5） 九州10人制大会予選
予選リーグ 12/11 各高校
決勝トーナメント 12/18 未定

4) 第46回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選
（11/21組合せ抽選会）

1回戦・2回戦 12/24～ 各高校
3回戦 1/14 グローバルアリーナ、各学校
準々決勝 1/21 グローバルアリーナ

春日公園球技場
準決勝 1/28 ベスト電器スタジアム
決勝 2/4 春日公園球技場

19 強化委員会

重点事項

事　　業
1） 強化練習 4/15 宗像市または福岡市

九州セブンズへ向けたチーム招集
2） 強化練習 4/22 宗像市または福岡市

九州セブンズへ向けたチーム招集
3） 九州セブンス 5/13～14 鹿児島県

九州セブンズへの福岡県代表枠で出場
4） 令和5年度福岡県選手強化推進事業説明会 5月 福岡市

令和4年度福岡県強化推進事業説明会（未定）
5） 令和5年度福岡県選手強化推進事業前期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 5月 福岡市

令和5年度の競技団体事業計画と選手強化方針の県への説明
6） 強化練習 6/17 宗像市または福岡市

国体候補選手による強化練習と選手セレクト

令和5年第78回国民体育大会において、2種目3種別（7人制成年男子・女子、15人制少年男子）で九州ブロックの代
表権を獲得し競技別成績第1位を目標とする。

【目標】　男女総合得点第一位

【重点事業】　例年どおり実施予定の福岡県強化推進事業およびトップアスリート・女性アスリート育成事業などにお
いて計画どおりに各事業を遂行し、本県の競技力向上を図る

本事業は例年同様に当協会ビジョンにおける「4.課題克服のための事業の柱」の「(3)選手の育成・強化体制、指導者
育成体制の構築」に基づくもので、指導方法や指導体制の拡充と合わせた活動であり、国民体育大会を通じラグ
ビー競技が地域スポーツの発展に寄与するもの。



7） 強化練習 6/24 宗像市または福岡市
国体候補選手による強化練習と選手セレクト

8） 九州アイランドセブンズ ７月 未定
九州及び他県チームとの交流試合

9） 強化練習 7/22 宗像市または福岡市
国体候補選手による強化練習と選手セレクト

10） 強化練習 8/5 宗像市または福岡市
国体候補選手による強化練習と選手セレクト

11） 強化練習 8/19 宗像市または福岡市
ブロック大会メンバーによる強化練習

12） 第43回九州ブロック国体 8/24 大分県
公式練習および競技開始式

13） 第43回九州ブロック国体 8/25 大分県
予選リーグ

14） 第43回九州ブロック国体 8/27 大分県
代表決定トーナメント

15） 強化練習 9月 宗像市または福岡市
本国体メンバーによる強化練習

16） 第78回国民体育大会 10月 鹿児島県
公式練習および競技開始式

17） 第78回国民体育大会 10月 鹿児島県
競技第1日　予選リーグ

18） 第78回国民体育大会 10月 鹿児島県
競技第２日　決勝トーナメント

19） 令和5年度福岡県選手強化推進事業後期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 2月 福岡市
令和5年度の競技団体事業の活動報告

20） 強化練習 3月 宗像市または福岡市
令和5年度強化指定選手による強化練習

20 メディカル委員会

重点事項

事　　業
公式戦へのドクター派遣　　 各地

21 女子委員会

重点事項

事　　業
(中学生）

1） 第7回北部九州交流会 6月 未定
2） 太陽生命カップ（九州予選） ７月 鯛生G
3） 太陽生命カップ（全国大会） 9月 水戸：K'sﾃﾞﾝｷｽﾀｼﾞｱﾑ
4） 第12回九州ガールズフェスタ 12月 大分
5） 九州ジュニアジャンボリー 1月 グローバルアリーナ

ｽﾎﾟ協「中学生発掘強化事業」U15
6） SANIXセブンズキャンプ 3月 グローバルアリーナ
7） Fukuoka　sevens　league Pｒｉｎｃｅｓｓ　league（広域） 4月以降 グローバルアリーナ

新型コロナ感染も沈静化しつつあり、積極的なドクター派遣や担架講習会訓練の開催を行っていく予定としている。

*「普及育成事業」
①女子競技者数の増大を目的とした「小学から中学」の継続にフォーカスした「交流会」を実施する。
②「福岡県タレント発掘事業」と連携し、他競技からの転向選手の発掘を行う。
*「強化事業」
①福岡県教育庁「福岡県選手強化推進事業」及び福岡県スポーツ協会「小中学生遠征合宿補助事業」
の各種補助金を活用し、一貫指導体制に基づいた中学生・高校生の強化合宿・遠征を行う。
②10月実施「鹿児島国体」優勝を目標とし、早期の（国体強化指定選手）の選出と強化合宿を実施する。



（高校生）
1） SANIXワールドユース 4/27～29 グローバルアリーナ
2） オッペンカップ 8/4～6 長野県菅平

県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化
3） U18セブンズ九州予選 9月 佐賀
4） 第5回U18セブンズ全国大会 10月 熊谷ラグビー場
5） 第12回九州ガールU18強化合宿 12月 大分
6） 横浜市カップ 1/6～8 横浜市三ツ沢競技場

県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化
7） 第10回九州高校選抜セブンズ兼SANIX　World　Youth　予選 2月 未定
8） SANIXセブンズキャンプ 3月 グローバルアリーナ

（成年）
1） 北洋建設-Nanairo　CUP　KYUSYU　WOMENS　SEVENS　2024 2月 ミクニスタジアム

（国体）
1） 強化練習会 県「競技力強化事業」 4月～6月 太陽生命WSS視察
2） 強化練習会 県「競技力強化事業」 ７月 Kyusyu　island　Sevens
3） 九州ブロック国体 県「競技力強化事業」 8月 大分
4） 鹿児島国体 県「競技力強化事業」 10月 鹿児島

22 北九州協会

重点事項

事　　業
1） 北九州協会総会 5/28 商工貿易会館

令和4年度総会
2） 北九州ラグビー祭 6/4 新門司グランド

幼稚園～小学生が参加。
3） 岸岡智樹ラグビー教室 8/11 ミクニワールドスタジアム

高校生を対象としたラグビークリニック北九州市が主催
4） 北九州市民体育祭 10/22 本城運動場

幼稚園～小学生が参加。
5） 北九州ウェールズカップ 2/18 本城競技場

中学生の部

23 福岡市協会

重点事項

　
事業
1) 市民総合スポーツ大会社会人大会 5/28，6/4，6/25，7/16 雁の巣ＲＣ球技場
2) 福岡市中学校大会 未定 未定
3) 市民総合スポーツ大会小学生ちびっこﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 6/11 雁の巣ﾚｸﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
4) 市民総合スポーツ大会ﾐﾆﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 10/9 雁の巣ﾚｸﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
5) 市民総合スポーツ大会中学生ﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ交流大会 10/9 舞鶴公園球技場
6) 福岡市中学校新人大会 未定 未定
7) 市民総合スポーツ大会福岡市７人制ﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 3/3,10 雁の巣ﾚｸﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
8) 福岡市ｼﾞｭﾆｱﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 未定 JAPAN　BASE
9) ラグビー普及活動 複数回 福岡市内小学校他

令和４年度に行った事業を継続的に行い幼稚園、小学生のプレイヤーの増加を目標とします。
またコロナによる行動規制が解除された事を受けて各カテゴリーの活動を積極的に応援して行きます。

１．ラグビー競技者の増加のため、グラウンドなどの競技環境の向上に努める。
２．新しい世代を対象としたラグビーの普及育成。ラグビーに興味をもってもらうため、特に小学生を中心
にタグラグビーの普及に努める。
３．ラグビーの楽しさや運動する喜びを伝えるため、小学校低学年から社会人までの競技大会の実施
や、初心者を対象とした観戦教室事業を実施していく。
４．引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策に取り組み、安全な大会運営を実施する。



24 南部協会

重点事項

事　　業
1) 浮羽究真館カップ（中学生クラブチーム） 4月上旬 浮羽究真館高校
2) ふれあいラグビー教室 4月上旬 浮羽究真館高校
3) 南部７人制大会 4月上旬 久留米大学医学部グランド
4) たんぼラグビー ＩＮ うきは 4月下旬 うきは市
5) 九州高専新人ラグビーフットボール大会 5月 久留米高専
6) 福岡県南部地区中学生交流戦 7月下旬 浮羽究真館高校
7) 役員会　・事業打合せ　・役員交代 7月下旬 久留米高専D3教室
8) レフリング指針講習会 久留米高専D4教室
9) 夏季高専・高校交流戦 8月下旬 久留米高専
10) 高校ラグビー交流会 8月下旬 駅前不動産スタジアム
11) 中学生ラグビー交流戦
12) ふれあいラグビー教室 11/3 浮羽究真館高校
13） LERIROカップ（中学生クラブチーム） 2月 浮羽究真館高校
14） 総会 3月下旬
15） 春季高専・高校交流戦 3月下旬 久留米高専

25 筑豊協会

重点事項

事　　業
1） 筑豊ラグビー交流会 ジュニア（小学生・中学生）高校生交流会 4/9 筑豊緑地グランド
2） 総会 4/9 筑豊緑地

令和４年度事業報告・令和５年度事業計画（案）
理事会（第１回） 4/9 筑豊緑地

令和５年度日程確認
3） 理事会（第２回） 未定

ラグビー体験会について
ラグビー体験会 タグ・ラグビー体験会 未定

4） タグ・ラグビー用具貸出 未定
筑豊地区各小学校へのタグ・ラグビー用具貸出

県リーグ戦 9/10 筑豊緑地グランド
5） 県リーグ戦 　 11/5 筑豊緑地グランド

理事会（第３回） 未定 　
小学生交流会ついて

6） 筑豊交流会 小学生交流会 12/10 筑豊緑地グランド
筑豊緑地公園グランド調整会議 未定 筑豊緑地公園事務所

次年度グランド使用日程について
7） 理事会（弟４回） 未定 穂波東校

筑豊ラグビー交流会について

4月9日に福岡県南部地区7人制ラグビーフットボールを実施予定。
改修した久留米大学医学部総合グランド（人工芝）にて南部地区の高校・大学・社会人を対象とする。
その他に例年実施いている高校ラグビー交流会、高・高校交流戦・中学ラグビー交流戦、ふれあいラグ
ビー教室、九州高専新人ラグビーフットボール大会へのレフリー派遣、役員会及び総会については新型
コロナウィルスの感染状況に応じて感染拡大に最大限に配慮をして実施の方向で進めたいと考える。
また昨年発足したルリーロ福岡との交流を進めラグビー普及活動を行う。
久留米大学医学部総合グランド人工芝グランドや久留米陸上競技場（天然芝）、筑後広域公園グランド
（人工芝）を活用しラグビー認知向上に努めていく。

令和５年度も引き続き筑豊地区でのラグビー普及・競技人口の増加をめざし、「筑豊ラグビー交流会」、
「ジュニア支援事業」、「タグ・ラグビー用具貸出事業」等に取り組んでいきたい。
昨年度計画していた「ラグビー体験会」については、ジュニア支援事業と合わせて実施していきたい。



4 　　　　　　　　福岡県協会

前　期　決　算　額 予　　　算　　　額 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要 前  期  決  算  額 予　　　算　　　額 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要

前 期 繰 越 金 8,974,141 11,099,242 ( 事 務 費 )

旅 費 ・ 交 通 費 655,684 500,000 理事会交通費

チ ー ム 年 会 費 1,571,000 1,600,000 通 信 費 190,889 300,000 切手、ゆうメール

個 人 年 会 費 8,116,000 8,300,000 印 刷 費 120,000 200,000 コピー、封筒

チ ー ム 登 録 費 会 議 費 6,710 50,000

賛 助 会 制 作 費 43,200 50,000 県協会エンブレム

参 加 料 消 耗 品 費 244,860 150,000 事務用品費

高校指導普及協賛金 880,000 880,000 高校決勝TV放映 人 件 費 1,535,930 2,500,000 事務員給与

補 助 金 400,000 500,000 賃 借 料 600,000 600,000 負担金

寄 付 金 500,000 500,000 ライオンズクラブ 雑 費 185,656 300,000 新聞代、振込料

広 報 収 入 400,000 300,000 競 技 規 則 本 255,000 250,000

受 取 利 息 103 100 公 式 記 録 集 292,000 292,000

雑 収 入 640,115 500,000 登録制度事務受託収入他 支 払 手 数 料 280,000 300,000

( 事 業 費 )

指 導 普 及 費 2,829,988 2,820,000 各委員会活動費

強 化 費 3,400,000 3,400,000

高 校 普 及 費 880,000 880,000 全国高校大会県決勝放映料

負 担 金 250,000 250,000 福岡県スポーツ協会負担金

補 助 金 支 出 715,612 740,000 下部組織補助金

表 彰 費 0 45,000

事 業 費 0 500,000 アジアオセアニアラグビー関連

法 人 税 146,400 20,000

業 務 受 託 収 入 8,706,545 8,000,000 リーグワン他収入 業 務 受 託 経 費 6,456,733 6,400,000 リーグワン他経費

強 化 特 別 収 入 8,000,000 8,000,000 成年少年女子他(スポ健・体協) 強 化 特 別 経 費 8,000,000 8,000,000 成年少年女子他(スポ健・体協)

アジアオセアニアラグビー交流収入他 12,143,253 15,000,000 福岡県委託事業 アジアオセアニアラグビー交流経費 12,143,253 15,000,000 福岡県委託事業

次 期 繰 越 金 11,099,242 11,132,342

合 計 50,331,157 54,679,342 合 計 50,331,157 54,679,342

　

　

　

　

九州ラグビーフットボール協会　殿 令和5年度　　収　支　予　算　書（案）

項 目
収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

項 目
支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

　　特　記　事　項 　
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